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■医療機能分担・業務連携計画の進捗状況の評価（詳細は、資料Ⅱのとおり）

令和２年度に策定した「日光ヘルスケアネット医療機能分担・業務連携計画」の着実な推進を

図るため、進捗状況を確認・評価。

評価に当たっては、19の評価指標を設定し、評価指標の推移による定量評価に、数値化が困難

な取組状況等を勘案し、総合評価を実施。

■トップセミナーの開催

医療係る調査研究のため、法人の理事、社員の管理者等を対象に実施。

令和６年度の開催テーマ

①栃木県保健医療計画の概要及び地域医療構想について

②医療ＤＸに関する取組事例について

■ＷＥＢ会議の実施

各種会議や社員間の連絡調整の効率化を図るため、ＺＯＯＭによるＷＥＢ会議を実施。
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１ 令和６年度の主な取組 (1) 法人の健全かつ効率的な運営（その１）



① 医療機能の分担及び業務の連携

■共同交渉共同購入等ＷＧの取組

共同交渉・共同購入等検討ＷＧ会議において、参加医療機関の医療材料の購入状況に係る調査

結果を踏まえ、法人としての共同交渉・共同購入の考え方を整理した。関係卸業者への説明会を

開催し、共同交渉等に係る意見を聴取した。
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１ 令和６年度の主な取組 (2) 医療と介護に関する連携事業の推進（その１）

■地域フォーミュラリ検討ＷＧの取組

参加医療機関の薬剤使用状況調査結果や先進事例をもとに、地域フォー

ミュラリのメリット・デメリット及び地域におけるフォーミュラリ作成の

可能性の評価、並びに今後の進め方について協議を行い、これら結果を中

間報告書に取り纏めた。



■医療機能分担・業務連携計画の改訂

参加法人の医療法人社団双愛会による足尾双愛病院等の足尾事業の廃止及び日光市による足尾

地域内の無床診療所等の開院になどにより市域の医療提供体制が大きく変容することを踏まえ、

医療機能の分担や計画期間の延長などを改訂。

■参加法人が運営する病院・介護施設における空床情報の共有化

患者や要介護者の入院・入所調整等を効率的に行えるよう、法人のホームページ（社員専用サ

イト）に参加法人等が運営する病院及び介護施設の空床・空室情報ページを開設し、令和６(2024)

年10月から運用を開始した。
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１ 令和６年度の主な取組 (2) 医療と介護に関する連携事業の推進（その１）



１ 令和６年度の主な取組 (2)医療と介護に関する連携事業の推進（その２）
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② 医療・介護人材の確保・育成

■専門研修会の開催

上都賀郡市医師会（北部地区医師会）、製薬会社等との共催により、参加社員の職員（医師

やコメディカルなど）を対象に専門研修を開催。

テーマによっては、日光地域の薬局や介護関係者も参加。

≪専門研修の主なテーマ≫

・将来・生涯を見据えた抗凝固療法～新たなガイドラインを高齢心房細動治療に活かす～

・日光地域からのＨＣＶ撲滅 ー病診連携が患者を救うー

・レケンビ治療を見据えた認知症診療

・糖尿病療養指導士の立場から見た諸問題

・エビデンスに基づいた医療費削減を目指した糖尿病治療

・標準予防策～現在の標準予防策と最近の改訂の動き～
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１ 令和６年度の主な取組 (2) 医療と介護に関する連携事業の推進（その１）

■養成校へのリーフレットの配付

医療・介護従事者の人材確保のため、 看護師 ・療法士 ・

介護福祉士等の養成校へ人材募集に係るリーフレットを配付。

■参加社員間の在籍型出向活用による連携促進

在籍型出向の枠組みを活用し、相互交流による職員の能力開

発や応急的な人的支援などの連携強化を進めている。

令和６年度は、専門職の急な退職により、業務の運営に大き

な支障をきたすことが懸念された病院に対し、新たな職員を採

用するまでの間、参加医療機関から同職種の職員を派遣した。
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１ 令和６年度の主な取組 (3)市民等を対象とした普及啓発

■参加法人の社員への情報発信

法人の会報「日光ヘルスケアネット通信（4月,5月,12月）」を発行し、参加社員の職員向け

に各種情報を発信。

・法人事業の紹介

・参加法人の紹介

・研修情報 など



③ 医療機器の共同利用、医療材料等の共同購入

■医療機器共同利用システムで利用できる機器の運用

令和３年度から運用している「医療機器共同利用システム」

に基づき、共同利用システムの利用可能な機器情報を周知。

■医療材料分割購入システムの運用

令和４年１２月から運用を開始した「医療材料分割購入シス

テム」に基づき、 分割購入を希望する品目・数量について調

査を実施、分割販売を行う事業者との間での発注・納品を支援。
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１ 令和６年度の主な取組 (2)医療と介護に関する連携事業の推進（その５）
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１ 令和６年度の主な取組 (3)市民等を対象とした普及啓発

■法人の紹介・活動内容などの情報発信

「広報にっこう」令和６年１２月号に、法人の特集記事を掲載し、

市民に向けた情報発信を実施。

医療機能の分担と連携の必要性、患者自らの適切な受療行動、早期

発見・早期治療、かかりつけ医を持つことの重要性 など

■公開セミナーの開催

一般市民を対象にとした主催事業として 「認知症の“いま”を学

ぼう～認知症の早期診断と治療～」をテーマに市民公開講座を開催。
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１ 令和６年度の主な取組 (3)市民等を対象とした普及啓発

■研修受入

市議会の行政視察を受入れ、当法人の取組状況について説明し、意見交換を行った。

〇静岡県浜松市議会厚生保健委員会（令和６年７月３０日）

・法人設立後の行政（県・市）の関わり方（財政的・人的支援）

・法人参加のメリット（医療機関・日光市） など

〇岩手県釜石市議会民生常任委員会（令和６年１０月２５日）

・法人設立に至った経緯、市民に対する普及啓発

・高額機器共同利用 など



２ 今後の取組方向 (1) 基本的な考え方

■個々の社員の意思決定を尊重した緩やかな連携

■社員間の忌憚のない意見交換を通じた

「競争」から「協調」への体制構築

■まずは、可能なところから実施
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２ 今後の取組方向 (2) 中期的な取組方向

■切れ目のない医療・介護サービスの提供

○ 医療連携による病期に応じた適切な医療の切れ目のない提供

○ 不足が見込まれる回復期病床の確保など必要な医療機能の確保

○ 病診連携、介護との連携強化等による在宅医療の充実 など

■医療・介護を支える人材の育成と確保

○ 職員研修や市民向け研修会の共同実施

○ 潜在看護師等に係る情報の共有と再就業への働きかけ など

■業務連携による経営の効率化

○ 高額医療機器のスムーズな共同利用の推進

○ 医療材料や医薬品の共同交渉・共同購入

○ 清掃・リネン等の業務委託の共同交渉・共同実施 など
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２ 今後の取組方向 (3) 令和７年度における主な取組

■切れ目のない医療・介護サービスの提供

○ 「非常時の医療・介護連携マニュアル」に基づき関係機関等と連携し、研修、訓練等を実施

〇 参加医療機関における訪問診療体制の充実

○ 入退院調整が困難な事例に係る地域包括支援センターを含めた法人関係者による検討・調整の場の設置

○ 各種課題への対応、参加社員の管理者等との情報交換・意見交換の場として、保健医療対策会議を運営

■医療・介護を支える人材の育成と確保

○ 参加社員の職員向け「日光ヘルスケアネット通信」の発行（年３回）

〇 育児や介護等により退職した専門職への再就業の働きかけ など

■業務連携による経営の効率化

○ 医師が適切な医薬品を効率的に選択するツールとして「地域フォーミュラリー」に係る検討
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